
徳島市の不審者情報内訳と件数（H18.12月末）
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子子子どどどもももののの安安安全全全ををを守守守るるるたたためめめににに
～目をかけ、声かけ、心かけ～

徳
島
市
青
少
年
育
成
補
導
セ

ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
徳
島
市

内
の
不
審
者
情
報
は
、
平
成
１５

年
以
降
年
間
１
０
０
件
を
超
え

て
お
り
、
平
成
１８
年
度
の
不
審

者
情
報
で
は
、
１２
月
末
現
在
で

１
１
５
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
件
数
は
、
学

校
を
通
し
て
寄
せ
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
実
質
は
こ
れ
を
上
回

る
事
案
が
発
生
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

不
審
者
情
報
の
内
訳
は
「
声

か
け
」が
４３
件
、
そ
の
ほ
か「
尾

行
」
２７
件
、
「
接
触
」
１８
件
、

「
露
出
」
９
件
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

最
も
件
数
が
多
い
「
声
か

け
」
の
内
容
と
し
て
は
「
お
菓

子
を
買
っ
て
あ
げ
る
」「
道
を
教

え
て
」「
一
緒
に
遊
ぼ
う
」
な
ど

で
、
ま
た
、
時
間
帯
と
し
て
は

登
下
校
時
、
特
に
午
後
３
時
か

ら
午
後
６
時
の
間
に
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
市
内
で
は

大
事
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
の
よ
う
な
「
声
か
け
」
は
、

誘
拐
な
ど
重
大
な
事
件
の
前
兆

と
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
十
分

な
注
意
が
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、

徳
島
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
も
不
審
者
情
報
を
伝
え
情
報

の
共
有
化
を
図
る
こ
と
で
、
子

ど
も
の
安
全
を
守
る
取
り
組
み

に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

今
年
度
か
ら
徳
島
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
不
審
者
情
報
コ
ー
ナ
ー

を
開
設
し
、
発
生
日
時
・
場
所

・
発
生
状
況
・
不
審
者
の
特
徴

な
ど
、
新
着
順
に
随
時
更
新
し

て
い
ま
す
。

近
年
、全
国
で
子
ど
も
に
関
わ
る
痛
ま
し
い
事
件
が
多
く
発

生
し
て
お
り
、市
内
で
も
不
審
者
情
報
が
増
加
す
る
な
ど
、子
ど

も
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
、徳
島
市
で
は
、

警
察
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
が
、子
ど
も
の
安
全
を
確
保
す
る
に
は
、地
域
全

体
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。子
ど
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、地
域
ぐ
る
み
で「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

子どもたちに地域ぐるみで安全のまなざしをかけましょう

徳
島
市
教
育
委
員
会
で
は
、

学
校
や
警
察
、
市
、
関
係
機
関

な
ど
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
安

全
を
守
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
や
警
察
と
の
情
報
交
換

を
緊
密
に
行
う
こ
と
で
、
不
審

者
に
関
す
る
情
報
の
共
有
化
に

努
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
各
学
校
か
ら
集
ま
っ

た
情
報
は
、
青
少
年
育
成
補
導

セ
ン
タ
ー
が
集
約
し
、
そ
の
報

告
の
内
容
に
よ
っ
て
、
緊
急
を

要
す
る
も
の
や
危
険
性
の
高
い

も
の
に
つ
い
て
は
、
同
セ
ン
タ

ー
か
ら
市
内
の
保
育
所
、
幼
稚

園
、
児
童
館
、
小
・
中
学
校
、

高
校
や
関
係
機
関
な
ど
に
発
信

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
情
報
発
信
を
迅
速
に

行
う
た
め
、
電
子
メ
ー
ル
配
信

の
導
入
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。地

域
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

積
極
的
に
行
う
こ
と
は
、
地
域

に
犯
罪
を
寄
せ
付
け
な
い
、
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
り
ま
す
。

■
子
ど
も
安
心
ふ
れ
あ
い

パ
ト
ロ
ー
ル
助
成
事
業

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
の
安

全
確
保
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
な
ど
に
対
し
て
、
活
動
に

必
要
な
物
品
（
ウ
イ
ン
ド
ブ
レ

ー
カ
ー
、
帽
子
、
腕
章
、
ス
テ

ッ
カ
ー
な
ど
）
の
購
入
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
地
域
・
子
ど
も
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
事
業

地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
体
制
を

整
備
し
、
よ
り
効
果
的
な
安
全

対
策
を
図
る
た
め
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に
対
し
て
、

青
色
回
転
灯
お
よ
び
パ
ト
ロ
ー

ル
中
を
明
示
し
た
マ
グ
ネ
ッ
ト

シ
ー
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

地
域
ご
と
に
青
色
回
転
灯
搭

載
車
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す

る
こ
と
で
、
犯
罪
の
抑
止
力
向

上
が
期
待
で
き
ま
す
。
平
成
１９

年
１
月
現
在
、
市
内
の
１８
小
学

校
区
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
４
小
学
校
区
で
申

請
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
犯
用
具
や
危
機
管
理
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
整
備
、
登
下
校
の
仕

方
や
通
学
路
の
調
査
な
ど
の
安

全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
安
全
対
策
会
議
を
開

催
し
、
子
ど
も
自
身
が
自
分
の

安
全
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み

と
し
て
、
小
・
中
学
校
に
お
い

て
、
通
学
路
の
安
全
点
検
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
「
安
全
マ

ッ
プ
」
の
作
成
と
見
直
し
の
研

修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

安
全
マ
ッ
プ
は
、
子
ど
も
が

危
険
な
場
所
を
判
断
し
、
危
険

を
回
避
す
る
力
を
身
に
つ
け
る

う
え
で
も
大
切
で
、
保
護
者
と

一
緒
に
通
学
路
を
歩
い
て
作
成

す
る
な
ど
、
学
校
ご
と
に
工
夫

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
小
・
中
学
校
に

防
犯
ブ
ザ
ー
の
貸
与
、
さ
す
ま

た
の
配
布
な
ど
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

子
ど
も
が
危
険
を
回
避
す
る

能
力
を
身
に
つ
け
る
安
全
教
育

の
推
進
と
し
て
、
警
察
な
ど
の

協
力
で
、
防
犯
教
室
の
実
施
や

不
審
者
か
ら
の
避
難
訓
練
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
に
対
し
て
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
配
布
に
よ
る
啓
発
や

不
審
者
対
応
啓
発
ビ
デ
オ
の
貸

し
出
し
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
で
の
取
り
組

み
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
の
安

全
を
守
る
た
め
に
は
、
家
庭
の

役
割
が
重
要
で
す
。

子
ど
も
自
身
が
「
安
全
」
に

つ
い
て
理
解
で
き
る
よ
う
繰
り

返
し
話
し
、
継
続
的
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
子
ど
も
の
防
犯
意

識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
、
「
出
か
け
る
と
き

に
は
必
ず
行
き
先
を
家
族
に
言

っ
て
か
ら
出
か
け
る
」
な
ど
の

基
本
的
な
ル
ー
ル
を
家
庭
で
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
の

周
辺
な
ど
を
子
ど
も
と
一
緒
に

歩
い
て
、
見
通
し
の
悪
い
道
や

危
険
な
場
所
を
調
べ
た
り
、
も

し
も
の
時
に
守
っ
て
く
れ
る

「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」の
場

所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
笑
顔
は
、
家
族
は

も
ち
ろ
ん
社
会
に
と
っ
て
も
か

け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、
安
全
で
安

心
し
て
健
や
か
に
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
を
み
ん
な
で

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

注注注意意意事事事項項項ははは『『『イイイカカカのののおおおすすすししし』』』

月１５日
発行：徳島市（毎月１日・１５日発行）
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徳島市幸町２丁目５
�（０８８）６２１―５１１１（代表）

２2007 平成１９年２月１日現在
（前月比）

（－１０９）
（－８７）
（－２２）
（－２８）

人 口 ２６１，５５５人
男 １２４，５３９人
女 １３７，０１６人

世帯数 １０９，５４１世帯
面 積 １９１．３９�

壁一面に張られた安全マップ

「イカ」～知らない人についていいいいかかかかない。

「の」～知らない人の車にののののらない。

「お」～おおおおおきな声を出す。

「す」～すすすすぐ逃げる。

「し」～ししししらせる。
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●徳島市の広報番組

『マイシティとくしま』（四国放送テレビ）毎週日曜日 １１：５０～正午放送

『 徳 島 市 Ｎ Ｏ Ｗ 』（ケーブルテレビ徳島）毎日３回週替わりで放送

徳島市は、個人情報の取扱いについては、「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。



第７５３号 平成１９年２月１５日 （２）

３ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況徳島市人事行政の運営等の状況の公表に関
する条例（平成１７年徳島市条例第１９号）第６
条の規定に基づき、平成１７年度の徳島市の人
事行政の運営等の状況の概要を公表します。

徳徳徳島島島市市市人人人事事事行行行政政政ののの
運運運営営営状状状況況況

� 勤務時間の概要

（注）１ 所定の勤務時間のうち、おおむね午前と午後に１回ずつ１５
分間の休息時間があります。

２ 職場などにより、上記と異なる場合があります。

１ 職員の任免および職員数に関する状況
� 職員の採用の状況
すべての試験区分において、平成１７年度における職員採用試験は実施してい
ません。

� 休暇制度の概要
職員の休暇の概要は、次のとおりです。

� 職員の退職の状況
平成１７年度における職員の退職状況は、次のと
おりです。 （単位：人）

� 再任用職員の状況
再任用職員とは、高齢者雇用の推進のため定年退職者などから、あらためて採
用される職員であり、平成１７年度における再任用職員の採用などの状況は、次の
とおりです。 （単位：人）

（注） その他には、死亡、免職などによる退職を計上し
ています。

� 部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在） （単位：人）

� 年次休暇の取得状況 平均取得日数

� 育児休業などの取得状況

（注）１ 育児休業とは、職員が任命権者の承認を受けて、当該職員の
３歳に満たない子どもを養育するために、当該子どもが３歳に達す
る日までの間で、必要とする期間を休業すること。
２ 部分休業とは、職員が任命権者の承認を受けて、当該職員の３歳に
満たない子どもを養育するために、当該子どもが３歳に達する日までの間
で、必要とする期間に係る１日の勤務時間の始めまたは終わりにおいて、１
日を通じて２時間を超えない範囲内で休業すること。

４ 職員の分限および懲戒処分の状況
� 平成１７年度の分限処分の状況
分限処分の職員総数は１２人（休職１２人）です。

� 平成１７年度の懲戒処分の状況
実施していません。

（注）１ 職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時的任用または非常勤職員を除いています。
２ （ ）内は、短時間勤務の再任用職員に係る職員数を外書きにより計上しています。

� 職員の初任給および経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
平成１８年４月１日現在（単位：円）

２ 職員の給与の状況
� 人件費の状況
人件費 ２０，５３１，６７６千円（全歳出の２４．０％）

平成１７年度普通会計決算歳出額
８５，５７５，７００千円

（注） 人件費とは、特別職の給与、各種委員報酬、職員給与、退
職手当、社会保険料などの共済費、恩給などをいいます。

５ 職員の研修および勤務成績の評定の状況
� 平成１７年度職員研修実績 （単位：人）

� 職員給与費の状況
平成１７年度普通会計決算職員給与費

１４，９２２，６７７千円
� 職員の勤務成績の評定の状況
職員の職務で発揮された能力や業績について、課長級以
下の職員を対象に毎年評価を行い、評価結果を人事異動な
どに活用しています。

� 職員の平均給料月額および平均年齢の状況 平成１８年４月１日現在

（注） 職員給与費とは、人件費のうち一般職員に支給され
る給料、諸手当などをいいます。

６ 職員の福祉および利益の保護の状況
� 職員手当の状況 平成１８年４月１日現在

� 福利厚生制度
福利厚生制度は、条例で徳
島市職員互助会を設置し、慶
弔餞別などに対する給付やレ
クリエーション事業などを実
施しています。費用は、職員の
会費と市交付金で賄われ、平
成１７年度は、交付金５５，０３０千
円を支出しています。
職員の年金や病気に対する
給付などの共済制度は、地方
公務員等共済組合法などによ
り行っています。

� 公務災害補償制度
地方公務員災害補償法によ
り、職員が公務上の災害また
は通勤による災害を受けた場
合に、その災害で生じた補償
などの事業を行うものです。
平成１７年度

� 特別職の給料月額などの状況

７ 公平委員会の業務の状況
（注）１ 期末手当は年間３．３月分です。

２ 平成１７年４月１日から、市長２０％、助役１２％、収入役８％
の給料月額および期末手当の減額を実施しています。

� 勤務条件に関する措置要求の状況 ……………該当なし
� 不利益処分に関する不服申立ての状況 ………該当なし

◆ルミナス２・ランチバイキングと古代エジプト展
３月２４日�〈日帰り〉
１２，０００円（昼・夕食付き）
◆とべ動物園とえひめこどもの城
３月２７日	〈日帰り〉
大人５，０００円、小人４，８００円（食事なし）
◆花と温泉めぐり！ミステリーツアー
３月２５日
〈日帰り〉
９，０００円（昼食付き）
◆ふるさと探訪出羽島ぐるっとハイキング
３月３０日�〈日帰り〉
大人６，５００円、小人５，０００円（昼弁当付）
◆ユニバーサル・スタジオ・ジャパン
３月３１日�〈日帰り〉
大人９，８００円、小人８，５００円（入場券付
・食事なし）

問 市バス観光係（�６５２－２１３３）

［譲ります］（品名、使用年数）

▽自転車（１６インチ ピンク）、２年▽自

転車（１８インチ ブルー）、２年▽チャイ

ルドシート２型、７年▽籐製ロッキング

チェア、１０年▽ポータブルメリー、６年

▽介護用電動ベット、８年▽石油ストー

ブ、５年 ※価格は全て無償

［譲ってください］▽エックスバイク▽ベ

ビーベッド▽電子ピアノ▽ワープロ

申 はがきに希望の品（１人１品目）・

住所・名前・電話番号を記入し、２月２０

日	までに消費生活センター（〒７７０－
０８３４元町１）へ。同２６日
に抽選し、当
選者に連絡します。

問 徳島市消費生活センター（�６２５－
２３２６ 火曜日・祝日は休み）

親親子子ふふれれああいいププララザザ 市バス 旅への誘い不用品活用 家家電電リリササイイククルル法法
【３月の行事】 �657‐0065

いずれも参加無料。※印は要申し込み。
★印は当日先着３０人

指指定定引引きき取取りり場場所所変変更更のの
おお知知ららせせ

◆子育てセミナー
「親子で遊ぼうキッドビクス」※
日時 ３月７日� １０：３０～１１：３０
場所 親子ふれあいプラザ（きりんルーム）
講師 吉本 直子さん
定員 就学前の子どもとその保護者２５組

◆親子教室
対象：就学前の子どもとその保護者

３月１日より家電リサイクル法の対象
となる廃家電４品目（エアコン、テレビ、
冷蔵庫および冷凍庫、洗濯機）のAグル
ープ指定取引場所である㈱旭金属（�６６４
－８９０９）の所在地が次のとおり変更にな
ります。
［場所］徳島市東沖洲１丁目１－２

［問い合わせ］生活環境課（�６２１－５２１７）

徳 島 市
経 験 年 数

２０年
３８６，１４５
３１１，０８２
４２６，５０４
３６４，９７４

１５年
３２６，２１６
２６６，７３８
３９２，５１７
３３９，８２８

１０年
２６０，６６０
２０１，７７４
３３０，８９３
２７８，２６４

初任給

１６５，０９４
１３４，２４８
１９０，５００
１８０，９７５

国

初任給

１７０，２００
１３５，６００

－
－

区 分

一般行政職（大学卒）
技能職（高校卒）
高等学校教育職（大学卒）
幼稚園教育職（大学卒）

平均年齢

４２．０８歳

４２．０３歳

平均給料月額

４０８，１４２円

３４６，５１１円

区分

高等学校教育職

幼稚園教育職

平均年齢

４３．００歳

４１．０７歳

平均給料月額

３４４，０９４円

３１５，３８２円

区分

一般行政職

技能職

支給割合または支給額
勤勉手当
０．７月分
０．７５月分
１．４５月分

職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり
定年・勧奨
２７．３０月分
４２．１２月分
５９．２８月分

平成１７年度退職者平均支給額
２８，１１７千円

最高限度額 ５９．２８月分

配偶者がない
場合

－
１１，０００円
６，０００円
５，０００円
５，０００円

配偶者が扶養親
族でない場合

－
６，５００円
６，０００円
５，０００円
５，０００円

期末手当
１．４月分
１．６月分
３．０月分

自己都合
２１．００月分
３３．７５月分
４７．５０月分

４，２７８千円

配偶者が扶養
親族の場合

１３，５００円
６，０００円
６，０００円
５，０００円
５，０００円

扶養親族

配偶者
子父母等のうち１人目
子父母等のうち２人目
その他の扶養親族
１６歳～２２歳の子の加算

６月期
１２月期
計

勤続年数
２０年
２５年
３５年

区分

期
末
手
当
・

勤
勉
手
当

退
職
手
当

扶
養
手
当

支 給 額

○借家など…家賃の額に応じて２７，０００円を限度
に支給
○持ち家…世帯主である職員に対して、６，５００
円を支給

○バスなどの利用者…運賃額に応じて月額５５，
０００円を限度に６カ月定期券の価額を一括支給
○自家用車などの利用者…距離に応じて５，０００
円～２３，９００円を支給

区分

住
居
手
当

通
勤
手
当

７１４，０００円

６４７，０００円

６０６，０００円

議長

副議長

議員

８９４，４００円

７８８，４８０円

７４２，７２０円

７１９，４４０円

市長

第一助役

第二助役

収入役

研修内容など

新規採用職員研修、新任課長級研修など

意識改革講座、臨時職員等研修など

市町村アカデミーなど

自主研究グループ助成など

受講者数

８５２

２，２５１

３７７

４２

区分

一般研修

特別研修

派遣研修

自己啓発

４４件

７件

公務災害

通勤災害

内 容

絵本の読み聞かせ

ひなまつり★

子育てカウンセリング※
カウンセラー 和田厚子さん（英語も可）

お話を楽しもう★

お誕生パーティー※
（３月生まれ）

開館時間は９：００～１８：００（日・祝は１６：００まで）月曜日は休館

日 時

毎日１０：３０～１１：００
１４：３０～１５：００

２日�１０：３０～１１：２０

８日�
１０：３０～１５：００

９日�１０：３０～１１：２０

２０日	
１０：３０～１１：２０

計

０

５３

任期更新

０

２７

新規採用

０

２６

区 分

常時勤務職員（根拠法令：地方公務員法第２８条の４）

短時間勤務職員（根拠法令：地方公務員法第２８条の５）

計

１２６

その他

１

普通退職

３４

勧奨退職

５８

定年退職

３３

主な増減理由

児童生徒数の減少による
見直しなど

欠員不補充

業務体制の見直しなど

業務体制の見直し

業務体制の見直し

業務体制の見直し

業務体制の見直し

対前年
増減数

▲１０

▲１

▲１１（▲２）

▲５８

▲３

▲４

▲７

▲１

▲７３（▲３）

▲１０１（▲１８）

職 員 数

平成１８年

５５２

２４７

７９９（７）

３９３

１６７

１０５

１０２

８８

８５５（５）

３，１２４（３５）

平成１７年

５６２

２４８

８１０（９）

４５１

１７０

１０９

１０９

８９

９２８（８）

３，２２５（５３）

区 分

教育

消防

小計

病院

水道

交通

下水道

その他

小計

合 計

特
別
行
政
部
門

公
営
企
業
等
会
計
部
門

主な増減理由

職員配置基準（保育所）の見直しなど

業務体制の見直し

職員体制の見直し

指定管理者制度導入（阿波
おどり会館・木工会館）など

動植物公園建設事業終了など

対前年
増減数

０

０

０

▲７

▲２

０

▲１

▲４

▲３

▲１７（▲１３）

職 員 数

平成１８年

１６

２８２

１０１

４７６

３５７

０

５１

１８

１６９

１，４７０（２３）

平成１７年

１６

２８２

１０１

４８３

３５９

０

５２

２２

１７２

１，４８７（３６）

区 分

議会

総務

税務

民生

衛生

労働

農林水産

商工

土木

小計

一
般
行
政
部
門

職員手当
１，６４６，４７１千円
（１１．１％）

期末・勤勉手当
３，９２８，７８９千円

（２６．３％）

給料
９，３４７，４１７千円

（６２．６％）

１４．２６日平成１６年１４．２４日平成１７年

うち新規
１

部分休業

１
うち新規
３７

育児休業

８２

区分

取得者数

午前８時３０分
午後５時００分
午後０時～午後０時４５分
土曜日、日曜日
３８時間４５分

開始時刻
終了時刻
休憩時間
週休日
１週間当たりの勤務時間

休 暇 期 間

医師または助産師の証明に基づ
く出産の予定日以前８週間（多
胎妊娠の場合にあっては１４週
間）以内において女性職員が申
し出た期間および産後８週間

妻の産前産後の期間中に、
出産に係る子どもまたは小
学校就学の始期に達するま
での子どもを養育する場合
で、当該期間に５日以内

区分

出産の
場合

男性職
員の育
児参加

休 暇 期 間

１歴年について２０日（前年
に未使用日数がある場合は、
２０日限度に翌年繰越）

７日以内

職員の親族などが死亡し
た場合、続柄や生計関係
により１日～７日以内

区分

年次
休暇

婚姻の
場合

忌引

Aグループ
松下電器、東芝、
日本サムスン、
日本ビクター、
オリオン電機、
ダイキン工業、
クリナップ、コ
ロナ、エルジー
電子など

［問い合わせ先］
人事課
�（６２１）５０２３

各課の電話番号案内および夜間・休日にご用のある方は代表番号の（�６２１－５１１１）へ。



受講料

１１，５００

１１，５００

１１，５００

１１，５００

１１，５００

１１，５００

８，９００

９，５００

８，１００

６，７００

１１，５００

１１，５００

１１，５００

１１，５００

１１，５００

８，９００

８，９００

８，９００

８，９００

１１，５００

１１，５００

１２，４００

１１，５００

１１，５００

１１，５００

１１，５００

１１，５００

２１，０００

２１，０００

１０，５００

２１，０００

２１，０００

１０，５００

時間

１８：３０～２０：００

１０：００～１２：００

１３：３０～１５：３０

１３：００～１５：００

１５：００～１７：００

１０：００～１５：３０

１０：００～１６：００

１０：００～１６：００

１０：００～１６：００

１０：００～１６：００

１０：３０～１２：３０

１３：３０～１５：３０

１３：００～１５：００

１５：３０～１７：３０

１３：００～１５：００

１８：００～１９：３０

１５：３０～１７：００

１３：３０～１５：００

１０：３０～１２：００

１３：００～１５：００

１０：００～１２：００

１９：００～２１：００

１０：００～１２：００

１０：００～１２：００

１９：００～２１：００

１０：００～１１：００

１１：００～１２：００

１０：００～１２：００

１３：３０～１５：３０

１９：００～２１：００
（４月～６月）

１０：００～１２：００

１３：３０～１５：３０

１９：００～２１：００
（４月～６月）

定員

２６

２２

２２

２４

２４

３０

３０

２６

２６

２６

２８

２５

２０

２０

２０

２６

２６

２６

２６

２６

２６

２０

２０

２０

２０

１０

１０

１０

１０

１０

１０

１０

１０

回数

２０

２０

２０

１０

６

６

５

４

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

１０

２０

１０

曜日

水

水

土

水

水

木

木

水

日

金

月

金

月

木

金

金

木

月

月

金

金

水

木

講座名

やさしい英語

A

B

A

B

藍染・草木染教室

藍研究コース

織物（基礎）

織物（応用）

織物（創作）

やさしいコーラス

歌唱教室

A

B

C

ピラティス

やさしい自力整体

健康ヨガ

エアロビックダンス

社交ダンス

気功・太極拳

きもの着装

墨絵・彩墨画

新舞踊教室

阿波踊りぞめき教室

A

B

午前

午後

夜間
A

午前

午後

夜間
A

俳句

洋画

カラオケワン
ポイントレッ
スン

親子
リトミック

パソコン・
インター
ネット
活用講座

◆２回教室【対象：１８歳以上の人 定員：１２人】

受講料

３，５００円
材料費別途
３，０００円程度

各２，４００円
材料費別途
２，５００～
３，５００円程度

※市外受講者は受講料１割増
★は経験者向け。初心者は受講不可

時間

９：３０～
１６：００

９：３０～
１２：００

１３：３０～
１６：００

９：３０～
１２：００

１３：３０～
１６：００

開講日

３／９�・
１６�

３／１０�・
１７�

３／１０�・
１７�

３／１２�・
１９�

３／１２�・
１９�

開設コース

板ガラスの接着
ランプシェード
作り教室

バーナーワーク
初めてのトンボ玉教室

サンドブラスト
壁掛け時計作り教室

パート・ド・ヴェール
モザイクガラス教室★

バーナーワーク
水中花トンボ玉教室★

◆１回教室【対象：小学校４年生以上 定員：各３人】

受講料

各２，２００円
（材料費込み）

※市外受講者は受講料１割増

開講日時

３／３１�
９：３０～・１０：００～・
１０：３０～・１１：００～・
１３：００～・１３：３０～・
１４：００～・１４：３０～・
１５：００～・１５：３０～・

開設コース

春休み吹きガ
ラス体験講座
「初めての吹き
ガラス教室」

◆郵送申告をご利用ください◆

所得税・消費税（個人事業者）の確定申告

（３） 平成１９年２月１５日 第７５３号

INFORMATION

募 集

シビックセンター
前期文化講座
対象は１８歳以上の人。ただし「やさしい
コーラス」は４０歳以上の女性、「リトミッ
ク」は平成１５年４月２日～平成１７年４月１
日生まれの幼児と保護者。受講料の他にテ
キスト代などが必要な講座あり。

申 ３月１日�まで（火曜日を除く）の１０：
００～１８：００にシビックセンター（元町１
�６２６－０４０８）５階総合事務室へ。応募多
数の場合は抽選。受講希望者が少ない講座
は中止する場合あり。

とくしま植物園
屋外ガーデニング教室
３月２５日�１０：００～１２：３０。とくしま植
物園の体験花壇でプチガーデニング体験。

講師は、生田誠治さんほか。定員は５組（１
組２～４人・抽選）。ただし、見学は自由。
参加は無料。
申 往復はがきに講座名、代表者の住所・
名前・年齢・電話番号、参加者の住所・名
前・年齢、返信あて名を記入し、２月２８日
�（必着）までにとくしま植物園緑の相談
所（〒７７１－４２６７ 渋野町入道４５－１ �
６３６－３１３１）へ。徳島市ホームページ「電
子申請」からも申し込み可。

農業施設めぐり
３月２６日�９：００～１５：００（集合は８：

５０）。集合場所は市役所東側。マイクロバス
でしいたけ施設、酪農（乳牛）農家、野菜
や花き栽培施設などを見学。対象は、小学
校高学年から中学生。定員は２０人（抽選）。
参加は無料。昼食は持参。
申 往復はがきに住所・名前・学校名と学
年・電話番号を記入し、２月２８日�（当日
消印有効）までに徳島市農業士会（〒７７０
－８５７１ 幸町２－５ 農林水産課内 �６２１
－５２５２）へ。徳島市ホームページ「電子申
請」からの申し込みも可。

ガラスワークショップ短期講座
徳島ガラススタジオ（勝占町中須）で。

申 徳島ガラススタジオ（�６６９－１１９５）。
先着順。

ガラス工芸体験観光
３月４日�。徳島ガラススタジオ（勝占
町中須）で。

▲

吹きガラス体験＝９：３０～
１１：４５。対象は１５歳以上（中学生を除く）。
体験料２，５００円。２月２０日	１０：００～電話
受け付け。定員は６人（先着順）

▲

サンド
ブラスト体験＝１３：００～１７：００。体験料１，

０００～１，５００円。当日受け付け（１５：３０まで）
申 徳島ガラススタジオ（�６６９－１１９５）

食生活ダイエット相談
３月７日�１３：００～１７：００。個別相談。
保健センター栄養相談室（沖浜東２ ふれ
あい健康館２階）で。１人１時間。対象は
４０歳以上の市民。定員は４人（先着順）。グ
ループ（３人まで）でも可。
申 保健センター（�６５６－０５３１）

医師による無料健康相談
ふれあい健康館（沖浜東２）１階きっか
け空間で。徳島地域産業保健センターとの
共催。 ▽夜間健康相談＝２月１６日�１９：００
～２１：００ ▽休日健康相談・メンタルヘルス
健康相談＝２月１８日�１３：００～１５：００
問 生涯福祉センター（�６５７－０１９０）

市立保育所
短時間勤務の保育士
平成１９年度に市立保育所に午前または午
後に短時間（１日３時間）勤務する保育士
を募集。応募資格は保育士登録をしている
人か、３月３１日までに登録ができる見込み
の人。募集は若干名。採用は４月１日から。
日給は３，４００円以内。
申 履歴書を持参し、２月２０日	までに保
育課（市役所南館２階 �６２１－５１９５）へ。

催 し

シンポジウム
「文化遺産を住民の手で守ろう」
全国史跡整備市町村協議会徳島県支部設
立１０周年を記念して開催。２月２５日�９：
３０～１６：３０（開場９：００）。鳴門市ドイツ館
（鳴門市大麻町）で。阿波木偶箱廻しを復
活する会の皆さんによる公演のほか、武庫
川女子大学助教授・三宅正弘さん、東京理
科大学助手・川上光洋さんによる講演など。
定員は３００人。参加は無料。直接会場へ。
問 社会教育課（�６２１－５４１９）

ふれあい健康館の催し
ふれあい健康館（沖浜東２）１階きっか
け空間で。参加は無料。
◆ふれあい朗読会＝２月１７日�１３：３０～１５：
００。「宮本武蔵」「蜜柑」などの小説ほか、
唐詩長恨歌の朗読など。
◆カローリング＝２月２５日�１３：３０～１５：００。
氷上のスポーツ「カーリング」を床の上で。
問 ふれあい健康館ボランティア係（�６５７
－０１９０）

ガラス工芸ミニワークショップ
２月１８日�１３：３０～１６：３０（受け付けは

１６：００まで）。シビックセンター３階ロビー
で。色ガラスを溶かし、ストラップやキー
ホルダーを制作。対象は小学生以上。材料
費１セット７００円。
問 シビックセンター（�６２６－０４０８）

お 知 ら せ

麻しん風しんの予防接種は
お済みですか？
予防接種法の改正に伴い、平成１８年４月
１日から、麻しんおよび風しんの予防接種
は、混合ワクチンの２回接種に。１回目は
生後１２～２４カ月未満、２回目は小学校就学
前年度（平成１２年４月２日～平成１３年４月
１日生まれ）の時に実施。２回目の対象で
未接種の人は、公費負担での接種は３月３１
日までとなるので、早めに委託医療機関で
接種を。
問 保健センター（�６５６－０５４０）

健康手帳をご活用ください
健康診査の結果や血圧、体重、受講した
健康教育などが記録でき、健康管理に役立
つ手帳を交付。対象は４０歳以上の市民。費
用は無料。希望する人は、直接、保健セン
ター（ふれあい健康館３階）へ。なお、郵
送を希望する場合は、電話で申し込みを。
問 保健センター（�６５６－０５３１）

同報無線設備の
サイレン吹鳴と放送停止
津波警報の発表など防災情報をお知らせ
する同報無線設備の改修工事のため、次の
期間中はサイレン吹鳴と放送を停止。消防
車の広報やテレビ・ラジオの緊急放送に注
意を。

▲

津田海岸町共同陸上貯木場＝３月
１０日�まで

▲

東沖洲一丁目北部浄化センタ
ー＝２月１９日�～３月１０日�

▲

南沖洲五丁
目寿楽荘南＝２月２０日	～３月１０日�

▲

津
田海岸町ハイタク協同組合南＝２月２１日�
～３月１０日�

▲

川内町旭野海水浴場西＝２
月２２日�～３月１０日�

▲

大原町大神子公園
および小神子山＝３月１日�～３月１０日�
問 消防局通信指令室（�６５６－１１９０）

市農業委員会委員選挙人名簿を縦覧
１月１日現在の市農業委員会委員選挙人
名簿を縦覧。２月２３日�～３月９日�８：
３０～１７：００。市選挙管理委員会事務局（市
役所９階）で。
問 徳島市選挙管理委員会（�６２１－５３７３）

徳島市共通商品券の有効期限
米寿のお祝いに贈呈した、徳島市共通商
品券の有効期限は平成１９年３月１７日�。同
封のしおりに記載の店舗でご利用を。
問 ながいき課（�６２１－５１７６）、商工労政
課（�６２１－５２２５）

眉山ロープウェイは定期点検のため運休
期間は２月１９日�～２４日�。

問 徳島市観光開発公社（�６５２－３６１７）

モラエス館は展示替えのため休館
期間は２月２２日�～２４日�。
問 徳島市観光協会（�６２２－４０１０）

ホホリリデデイイ保保育育ををごご利利用用くくだだささいい 高病原性鳥インフルエンザ
発生予防にご協力を

市・県民税は期限内に申告を
２月１６日�～３月１５日� 【申告場所］市民税課（市役所２階）ホリデイ保育とは、日曜や祝日に児童の保育が困難な

人に利用していただく保育サービスです。
［実施園］阿波国慈恵院保育園（福島１）
四国大学附属保育所（寺島本町西２）
［対象］市内に在住し、住民基本台帳に登録または外国人
登録されている家庭で、日曜・祝日に保育が困難となる
満１歳（四国大学附属保育所は１歳後半）から小学校就
学前までの保育所（通常保育）入所児童
［保育日］日曜・祝日（国民の祝日に関する法律に規定す
る休日）※阿波国慈恵院保育園は１２／３０～１／３と５／
５、四国大学附属保育所は１２／２９～１／３と９月の第１
日曜日を除く
［時間］８：００～１８：００ ［保育料］１日１，８００円
［定員］１日１５人
［申し込み］３月１日�～１５日�までに、健康保険証、日
曜・祝日に保育に欠ける証明書などを持参して保育課
（市役所南館２階�６２１－５１９３）へ。
※随時の申し込みは、保育を希望する日の１０日前まで

市・県民税は、地方自治体が行うさまざまな行政の経費をみんなで負担し
合うものです。申告が必要な人は期限内に申告してください。 ことし１月に宮崎県や岡山県の養鶏場で

高病原性鳥インフルエンザの発生が確認さ
れました。もし、野鳥などの大量死を発見
した場合は、農林水産課まで情報をお寄せ
ください。
また、養鶏農家や愛がん鳥飼育者の皆さ
んは、

▲

飼育している鳥の死亡が急に増え
るなど異常が見られた場合は早急に同課に
連絡をする

▲

鶏舎や飲水の消毒を徹底する
など衛生管理に努める

▲

防鳥ネットなどに
よる野鳥・ネズミなどの進入防止を強化す
るーなどご協力をお願いします。
なお、愛がん鳥飼育者で消毒薬が必要な
人は同課に取りに来てください。
［問い合わせ先］農林水産課（�６２１－５２５２）

市・県民税の郵送による申告を受
け付けていますので、申告書に同封
の返信用封筒をご利用ください。ま
た、税の申告義務がない人でも、平

成１９年度の所得証明や各種行政サー
ビスを受けるために市の所得確認な
どが必要となる人は郵送申告をご利
用ください。
［問い合わせ先］市民税課（�６２１－
５０６３～５０６５）

申告・納付の期限は、所得税が３月１５日�、消費税（地方消費税を含む）
が４月２日�です。申告書は、できるだけ郵送で提出してください。
【確定申告会場】アスティとくしま（山城町）。３月１５日�まで（土・日・祝日
を除く。ただし、２月１８日�・２５日�は受け付け）。受付時間は９：００～１６：
００。※この期間、徳島税務署庁舎内には同会場を設けていません。
［問い合わせ先］ 徳島税務署（�６２２－４１３１）、税務相談室（�６２５－１９３３）

凡例： は申し込み先 は問い合わせ先 徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。問申



◆◆徳徳島島・・雛雛（（ひひなな））めめぐぐりりウウオオーークク

◆◆春春のの企企画画展展関関連連行行事事「「博博物物館館でで雛雛ああそそびび」」

◆◆テテーーママ展展「「美美術術にに見見るる老老人人とと子子どどももたたちち」」
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…
。

佐
古
小
学
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（
�
鍋
憲
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長
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の
玄
関
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に
あ

る
音
楽
室
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ら
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な
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す
る
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れ
て
い
ま

す
が
、
佐
古
小
の
古
く
か
ら
の

呼
称
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ

た
「
愛
日
（
あ
い
じ
つ
）
太
鼓
」

や
、
「
豊
年
太
鼓
」「
三
宅
島
太

鼓
」「
八
丈
島
太
鼓
」
な
ど
。

こ
れ
ら
の
曲
を
、
小
学
校
で

毎
年
開
か
れ
て
い
る
夏
祭
り
や

運
動
会
、
入
学
式
の
ほ
か
、
地

域
の
病
院
で
開
催
さ
れ
る
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
で
披
露
し
て

い
ま
す
。

指
導
し
て
い
る
先
生
い
わ
く

「
い
つ
も
ス
テ
ー
ジ
で
の
演
奏

が
一
番
い
い
出
来
で
、
本
番
に

力
を
発
揮
す
る
タ
イ
プ
」
な
ん

だ
と
か
。

１０
月
２７
日
の
国
文
祭
出

演
に
向
け
、
１
月
か
ら
練

習
時
間
を
増
や
し
た
そ
う

で
、
生
徒
た
ち
は
「
今
ま

で
で
一
番
い
い
演
奏
を
し

て
、
全
国
の
人
に
徳
島
の

す
ご
さ
と
自
分
た
ち
の
息

の
合
っ
た
太
鼓

演
奏
を
見
て
も

ら
い
た
い
」
と
、

張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

黒
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
豆
絞
り

の
お
そ
ろ
い
の
衣
装
で
、

国
文
祭
の
ス
テ
ー
ジ
で
も

最
高
に
息
の
合
っ
た
演
奏

を
聞
か
せ
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈佐
古
小
学

校
�（
６
２
２
）７
８
７
８

ひひ
ょょ
うう
たた
んん
島島
・・

景景
観観
まま
ちち
づづ
くく
りり

事事
業業
をを
協協
働働
でで

進進
めめ
てて
いい
まま
すす

佐古小和太鼓クラブ

とと
くく
しし
まま

国
文
祭
出
演
に
向
け
て
真
剣
練
習

９７

こ
の
展
示
会
に
続
い
て
、「
第

１
回
ひ
ょ
う
た
ん
島
・
景
観
ま

ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

し
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ま
ず
、
ひ

ょ
う
た
ん
島
の
歴
史
や
見
ど
こ

ろ
、
現
在
の
問
題
点
に
つ
い
て

の
発
表
が
あ
り
、
質
問
を
受
け

付
け
た
後
、
ひ
ょ
う
た
ん
島
の

景
観
で
好
き
な
と
こ
ろ
や
嫌
い

な
と
こ
ろ
、
川
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
方
策
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
す
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
が
、
ど
う
す

れ
ば
ひ
ょ
う
た
ん
島
の
美
し
い

景
観
を
守
り
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
か
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
の
で
、
た

く
さ
ん
の
市

民
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い

ま
す
。

﹇
と
き
﹈２
月

２４
日
�
午
後

１
時
３０
分
〜

４
時
３０
分

﹇
と
こ
ろ
﹈徳

島
県
建
設
セ

ン
タ
ー
６
階

（
富
田
浜
２
）

﹇
参
加
費
﹈

無
料

２２２／／／２２２４４４
セセセセ
ミミミミ
ナナナナ
ーーーー
をををを

開開開開
催催催催 ▲市役所で開かれた「ぐるっと展示会」

▲

起
こ
し
絵

徳
島
市
で
は
、

市
民
参
加
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り

を
一
層
推
進
す

る
た
め
、
市
の

基
本
的
事
項
を

定
め
る
計
画
の

策
定
な
ど
に
お

い
て
、
市
民
参

加
を
図
る
た
め

の
制
度
を
検
討

す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
に
と
も

な
い
、
有
識
者

の
皆
さ
ん
か
ら

市
民
参
加
に
つ

い
て
ご
検
討
、

ご
意
見
を
い
た

だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
徳
島
市
市
民
参
加

制
度
検
討
市
民
会
議
」
を
設
置

し
ま
す
。
設
置
に
あ
た
り
、
今

回
、
同
会
議
の
委
員
を
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
２
人
公
募
し
ま
す
。

﹇
応
募
資
格
﹈市
内
在
住
の
満
２０

歳
以
上
の
人

﹇
募
集
期
間
﹈３
月
２
日
�
ま
で

﹇
応
募
方
法
﹈所
定
の
応
募
申
込

書
に
記
入
の
上
、
「
市
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
、
市
民
が
果
た
す
役
割
、

市
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
小
論
文（
８

０
０
字
程
度
）を
添
付
し
て
、

市
役
所
６
階
・
総
務
課
（
〒
７

７
０
―
８
５
７
１

幸
町
２
―

５
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

﹇
選
考
方
法
﹈応
募
書
類
に
よ
る

選
考

市市民民参参加加制制度度ににつついいてて検検討討すするる

市市市市民民民民会会会会議議議議のののの委委委委員員員員をををを募募募募集集集集ししししまままますすすす

▲入学式で演奏する「佐古小和太鼓クラブ」

みみ
ちち
ピピ
カカ
事事
業業
のの

参参
加加
団団
体体
募募
集集

徳
島
市
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
に
よ
る
道

路
の
清
掃
活
動

を
市
が
支
援
す

る
「
み
ち
ピ
カ
事
業
」
に
参
加

す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

団
体
に
は
、
市
の
認
定
を
受

け
た
後
、
道
路
維
持
課
が
管
理

す
る
道
路
で
清
掃
や
除
草
を
し

て
、
そ
の
後
、
市
の
分
別
方
法

に
従
っ
て
ご
み
を
分
別
し
、
処

分
場
へ
搬
入
し
て
も
ら
い
ま
す
。

市
は
、
清
掃
用
具
な
ど
の
支

給
、
傷
害
・
賠
償
保
険
へ
の
加

入
費
用
の
負
担
、
搬
入
さ
れ
た

ご
み
の
処
理
（
無
料
搬
入
券
の

交
付
）
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
担
当
す
る
道
路
に
は
、

団
体
名
な
ど
を
記
し
た
表
示
板

を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

﹇
対
象
﹈町
内
会
、
企
業
、
学
校

な
ど
の
団
体

﹇
申
し
込
み
方
法
﹈道
路
維
持
課

（
市
役
所
５
階
）
に
あ
る
認
定

申
請
書
に
記
入
の
上
、
３
月
２

日
�
ま
で
に
同
課
へ

徳徳徳島島島城城城博博博物物物館館館催催催ししし
ひな祭り関連の３会場を巡ってみませんか。記念スタンプを２個以上

集めれば、もれなく記念品をプレゼントします。［とき］２月１８日�～３
月７日� ［会場］ ▼阿波おどり会館（２月２８日は休館） ▼徳島城博物館
（毎週月曜日と２月１３日は休館） ▼人形交流文化会館（勝浦町生名）「ビ
ッグひな祭り」（会期は２月１８日～３月２１日９：００～１６：００）

開催中の春の企画展「ひな人形の世界」（～４月８日）に合わせ、折り
雛を飾ってみましょう。
［とき］２月２０日	～２３日

�、２月２７日	～３月２日�１０：００～１２：００

「老人」や「子ども」をテーマにした近世の美術作品を展示する
とともに、蜂須賀家伝来の愛らしい産着などを展示します。
［とき］開催中～４月１５日�まで
［主要作品］渡辺広輝筆「高砂図」、飯塚桃秀作「金太郎蒔絵印籠」ほか
［問い合わせ先］徳島城博物館（�６５６－２５２５）

人人権権をを考考ええるる市市民民ののつつどどいい
徳島市では、市民一人一人が相手を思いやり、

認め合い、お互いの人権を尊重し合う社会の実
現に向けての取り組みの一環として、「人権を
考える市民のつどい」を開催します。参加は無
料です。
［とき］２月１９日
１４：００～１５：３０（開場１３：３０）
［ところ］徳島市立文化セン
ター
［内容］人権問題講演会「一
人一人が輝こう～お互いの
人権を尊重し合う市民社会
の実現に向けて～」
［講師］弁護士・住田裕子さ
ん＝写真
※手話通訳、要約筆記、

聴覚障害者補助装置（ループ）、託児所あり
［問い合わせ先］人権推進課（�６２１－５１６９）

▲「享保雛」（個人蔵）

▲「美術に見る老人と子どもたち」の展示風景

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈総
務
課
�

（
６
２
１
）５
０
１
６

﹇
問
い
合

わ
せ
先
﹈

都
市
デ
ザ

イ
ン
室
�

（
６
２
１
）

５
２
４
９

き

き

い

い

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈道
路
維
持

課
�（
６
２
１
）５
３
３
８
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